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13. 小野寺貴恵, 菊原颯太, 藤森浩彰, 佐々木由香, 今道祥二, 村上康文, 益谷 美都子:  放射線増感標的としての

IL27RA.  第 76 回日本癌学会学術総会 J-2011 横浜 2017. 

14. 大石敬之, 佐々木由香, 藤森浩彰, 柴田則子, 岩佐 悟, 中尾一彦, 山田康秀, 平岡伸介, 益谷美都子:  がんのシスプ

ラチン耐性のバイオマーカー候補 ERCC1 の過剰発現の検出に有効な抗体作製の研究. 第 76 回日本癌学会学術総会 
P-3371,  2017. 

15. 佐藤 聡, 益谷美都子,田沼靖一: ネクローシスとアポトーシスのがん細胞死切替え制御機構の解析. 第 76 回日本癌

学会学術総会, P-3073,2017. 

16. 今道祥二, 益谷美都子: 中性子線及び国立がん研究センターBNCT システムによる生物学的影響の評価.  日本放射

線影響学会第 60 回大会, 2017. 

17. 小野寺貴恵, 菊原颯太, 藤森浩彰, 佐々木由香, 今道祥二, 村上康文, 益谷美都子:  APOBEC3G の発現抑制による放

射線増感検証と作用機序の解析.  生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017）4P2T26-09 (3P-0946), 2017. 

18. 佐々木由香, 小野寺貴恵, 藤森浩彰, 秋元茉莉, 高村岳樹, 芦澤和人, 井上謙吾, 下山 達, 小泉史朗, 益谷美都子: 
誘導型 PARG K.D.システムを用いた PARG 機能阻害条件下における合成致死性遺伝子の同定.  生命科学系学会合同

年次大会（ConBio2017） 2P-0883, 2017. 

19. 雪竹英治, 門脇知子, 内藤真理子, 佐藤啓子, 庄子幹郎, 中山浩次：Porphyromonas gingivalis IX 型分泌機構の調節メ

カニズムに関与する分子の解析. 第 90 回日本細菌学会総会 抄録集 P-093, 2017 

20. 坂元 裕, 山下健太郎, 岡元邦彰, 門脇知子, 梅田正博, 筑波隆幸：扁平上皮癌細胞の増殖能・浸潤能・転移能におけ

る転写因子 TFEB の役割. 生命科学系学会合同年会 ConBio2017 抄録集 1P-1012, 2017 

21. 山口 優, 坂井詠子, 岡元邦彰, 鍛冶屋 裕, 岡部幸司, 門脇知子, 筑波隆幸：新規高分子量 G タンパク質 Rab44 は

Ca2+流入及び NFATc1 経路を介して破骨細胞分化を負に制御する. 生命科学系学会合同年会 ConBio2017 抄録集 1P-
0355, 2017 

22. 楢原 峻, 坂井詠子, 山口 優, 楢原春菜, 門脇知子, 岡元邦彰, 朝比奈 泉, 筑波隆幸：破骨細胞分化を負に制御す

る新規 Kelch タンパク質の同定と機能解析．生命科学系学会合同年会 ConBio2017 抄録集 3LBA-018, 2017 

23. 山口 優, 坂井詠子, 岡元邦彰, 門脇知子, 破骨細胞分化を制御する新規 Rab タンパク質の同定と解析. 第 22 回日本

病態プロテアーゼ学会学術集会 抄録集, 2017 

24. Yicong Liu, Zhou Wu, Tomoko Kadowaki, Hiroshi Nakanishi. The Critical roles of gingipains in cell migration and 
inflammatory responses of microglia through activation of protease-activated receptor-2 (PAR-2). 第 90 回 日本薬理学会年

会抄録集 1-SS-01, 2017 

25. 藤田和歌子, Gomes I, Devi L: エルクサドリンによる止瀉作用における MOPr-DOPr ヘテロ二量体の関与. 第 39 回日

本疼痛学会プログラム・抄録, PAIN RESEARCH, 32 (2), P156, 2017 

26. 藤田和歌子, 横手未仁, 植田弘師, Devi L: MOPr-DOPr ヘテロ二量体シャペロンタンパク質 RTP4 の µ オピオイド
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受容体刺激に伴う発現変化とその役割. 第 70 回日本薬理学会西南部会 プログラム・抄録集, P66, B4-6, 2017 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

2 1 15 1 2 28 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

岩永正子・教授 評議員 日本血液学会 

岩永正子・教授 評議員 日本血液学会九州地方会 

岩永正子・教授 理事 日本 HTLV-1 学会 

岩永正子・教授 学術広報委員 日本 HTLV-1 学会 

岩永正子・教授 疫学研究部顧問 財団法人 放射線影響研究所 

岩永正子・教授 疫学研究倫理審査委員会委員 (〜2017 年

3 月迄) 
公益財団法人 前立腺研究財団 

岩永正子・教授 運営委員 HTLV-1 感染者コホート共同研究班 (JSPFAD)  

岩永正子・教授 常設委員 日本成人白血病治療共同研究グループ  
(Japan Adult Leukemia Study Group：JALSG)  

岩永正子・教授 疾患別委員 日本成人白血病治療共同研究グループ  
(Japan Adult Leukemia Study Group：JALSG)  

岩永正子・教授 疾病障害認定審査会委員 厚生労働省 

岩永正子・教授 International Board Member  International Retrovirology Association (IRVA) 

益谷美都子・教授 評議員 日本癌学会 

益谷美都子・教授 幹事 日本中性子捕捉療法学会 

益谷美都子・教授 Editorial Board Member the Journal of Clinical Oncology & Research 

益谷美都子・教授 幹事 日本生化学会関東支部 

益谷美都子・教授 世話人 分子病理学研究会 

益谷美都子・教授 多地点合同メディカル・カンファレンス

プログラム委員 
国立研究開発法人>国立がん研究センター 

藤田和歌子・准教授 学術評議員 公益社団法人 日本薬理学会 

藤田和歌子・准教授 薬理系薬学部会若手世話人 公益社団法人 日本薬学会 

藤田和歌子・准教授 鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウ

ム 世話人 
鎮痛薬・オピオイドペプチド研究会 

藤田和歌子・准教授 第 90 回日本薬理学会年会 事務局長 公益社団法人 日本薬理学会 

藤田和歌子・准教授 第 40 回日本疼痛学会年会 プログラム副

委員長 
日本疼痛学会 

 

競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

岩永正子・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（B） 
ATL 発症危険因子の解明：HTLV-1 感染者長期追跡コホー

ト研究 
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岩永正子・教授 日本学術振興会  代表 挑戦的萌芽 
原爆被ばくによる悪性リンパ腫発症リスク解明への新た

なアプローチ 

岩永正子・教授 日本医療研究開発機構  分担 感染症実用化研究事業（新興・再興感染症に対する革新的

医薬品等開発推進研究事業） 
HTLV-1 の疫学研究及び総合対策に資する研究 

岩永正子・教授 日本医療研究開発機構  分担 革新的がん医療実用研究事業  
臨床試験と全国患者実態把握により indolent ATL に対す

る標準治療の研究 

岩永正子・教授 厚生労働省 分担 厚生労働行政推進調査事業費 がん対策推進総合研究事業 
ATL/HTLV-1 キャリア診療中核施設群の構築による ATL
コホート研究 

益谷美都子 
・教授 

日本医療研究開発機構 代表 革新的がん医療実用化研究事業 
PARG-poly(ADP-ribose)集積を標的とする新規抗がん剤の

開発研究 

益谷美都子 
・教授 

日本医療研究開発機構 分担 革新的がん医療実用化研究事業 
HER2 陰性の進行胃癌患者を対象とする DCS 療法の効果

予測因子候補の抗体の作成と検証 

益谷美都子 
・教授 

日本医療研究開発機構 分担 革新的がん医療実用化研究事業 
進行小児固形腫瘍に対するオラパリブを用いた治療法開

発 

益谷美都子 
・教授 

国立がん研究センター 分担 がん研究開発費 
BNCTの生物学的効果と至適化の研究 

益谷美都子 
・教授 

長崎大学第三期中期目

標・中期計画における重

点研究課題 

分担 個別がん医療のトランスレーショナル・リサーチ実践を目

指した基盤構築 

益谷美都子 
・教授 

株式会社ＣＩＣＳ 中性子捕捉療法の生物学的基礎研究 

門脇知子 
・准教授 

日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
エンド・リソソーム性タンパク質分解の破綻による慢性炎

症増悪メカニズムの解明 

門脇知子 
・准教授 

日本学術振興会 分担 挑戦的萌芽研究 
歯周病細菌による肝臓内侵入・定着機構のバイオイメージ
ングを用いた解析 

門脇知子 
・准教授 

日本学術振興会 分担 挑戦的萌芽研究 
IX 型分泌システムの二つの異なる制御系によるカスケー
ド調節の解明 

門脇知子 
・准教授 

日本学術振興会 分担 基盤研究（B） 
免疫系細胞の膜輸送を制御する新規分子の発見とその病

態の解明 

藤田和歌子 
・准教授 

日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
 RTP4-μδ ヘテロ二量体相互作用を標的とした新しい疼
痛治療法の開発 

藤田和歌子 
・准教授 

日本学術振興会 分担 基盤研究（A） 
LPA シグナル制御薬の慢性疼痛診断・治療基盤研究 
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特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

益谷美都子 
・教授 

新規抗がん薬 2016 年 
10 月 27 日 

 PCT/JP2016/004733 

益谷美都子 
・教授 

ポリフェノール化合物 2013 年 
2 月 12 日 

 特願 2013－24067 

益谷美都子 
・教授 

肝臓における異所性骨及び／または骨髄の形

成誘導方法 
2002 年 

8 月 1 日 
2009 年 
1 月 23 日 

特許 4247342 号 

 
その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関係機関名 

岩永正子・教授 非常勤講師（内科学 II） 長崎医療技術専門学校 

門脇知子・准教授 非常勤講師（歯科薬理学） 九州大学 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

岩永正子・教授 HTLV-1 関連稀少 3 疾

患の一般臨床医による

認知率調査 

社会情報サービ

ス、 m3.com 
2017 年 

3 月 10 日 
 

社会情報サービス株式会社と医療情報

専門サイト・エムスリー株式会社が共同

で行った一般臨床医を対象とした表題

のインターネット調査を聖マリアンナ

医科大学・山野嘉久教授と共同で監修し

た。 

 
○特筆すべき事項 
・岩永正子・教授： 

- 長崎大学ダイバーシティー推進センター運営委員・女性研究者支援部門の部門長として学部生・大学院生・女性研

究者の支援を行った。 

- 大学間学術交流協定締結海外大学からの交換留学生（医学部生）へセミナーを行った。 

・益谷美都子・教授： 
- 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 革新的ながん治療・予防研究ユニットリーダー 

2017 年 10 月からの国立がん研究センターとの連携講座包括的腫瘍学分野の開設に関わった。 

- 国立がんセンター研究所において特任分野長として研究員の研究指導。 

- 長崎大学ダイバーシティー推進センター女性研究者支援部門委員。 

・門脇知子・准教授： 
- 長崎大学ダイバーシティー推進センター運営委員・ワークライフバランス推進部門の部門長として学部生・大学

院生・女性研究者の支援を行った。 

- 長崎大学ダイバーシティー推進センター働き方見直し推進委員会委員として、長崎大学の全学的な働き方改革の

推進に関わった。 

・藤田和歌子・准教授： 
- 長崎大学ダイバーシティー推進センター広報・啓発推進部門委員として学部生・大学院生・女性研究者の支援・各

種講演 
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